
 
 
 
 

主穀作経営体の体質強化に向け、収益性の高い園芸作物の導入が有効です。また、導
入品目の選定にあたって、「販売先が確保されているか」、「主穀作との作業競合の程度」
等が重要なポイントになります。 
そこで、近年、射水市内でも栽培が始まっている特色ある園芸作物として、 
野菜では、白ねぎ・えだまめ（１億円産地づくり事業対象品目）・キャベツ・ 

こまつな・ブロッコリー・かぼちゃ・スィートコーン・プチヴェール。 
果樹では、もも 
切花では、ストックを紹介します。 
園芸導入により年間を通して、収益および労力の有効活用を図り、経営体の基盤強化

へとつなげましょう！！ 
 
１． 射水市内の生産状況（平成２２年度実績） 

品目名 特色（セールスポイント） 
栽培面積 
（ｈａ） 

栽培者数 
（戸・組織）

Ｈ２３ 
目標面積 

白ねぎ １０ａあたりの売上が大きい ２２．０ ３２ ２４．０ 
えだまめ 一連の省力機械が整備されている。 ７．２ １６ １０．０ 
キャベツ 多様な作型の組み合わせで継続出

荷ができる 
１０．０ ３６ １２．５ 

こまつな 周年的な労働力活用ができる ９．０ １２ １０．０ 
ブロッコリー （大麦・枝豆）後作の高度利用に最適 ４．５ １２ ５．０ 
かぼちゃ 県産に対するニーズが高い １．８ １６ ２．０ 
スィートコーン 直売所で人気が高い ０．７ ６ １．０ 
プチヴェール 冬季間の労働力活用ができる ０．１７ ９ ０．２ 
もも（成園：植栽 8 年目頃） 完熟で収穫するので人気が高い ０．６ １ １．０ 
ストック 冬季間の労働力活用ができる ０．３７ １１ ０．４ 
２．経営指標 

品目名 粗収益 
(千円/10a) 

経費 
(千円/10a) 

所得 
(千円/10a) 

労働時間 
(hr/10a) 

時間当り労働報酬

(円/hr) 
備考 

白ねぎ ７５０ ４２５ ３２５ ３３０ ９９０ 単価：300 円/kg 単収：2,500kg/10a 

えだまめ ２００ １５８ ４２ ５５ ７６０ 単価：500 円/kg 単収：400kg/10a 

キャベツ ２４０ １３０ １１０ １１５ ９６０ 単価：80 円/kg 単収：3,000kg/10a 

こまつな ５４０ ２９５ ２４５ ２５０ ９８０ 単価：350 円/kg 単収：1,500kg/10a 

ブロッコリー ２２５ １２０ １０５ １４０ ７５０ 単価：180 円/kg 単収：1,250kg/10a 

かぼちゃ ２２５ １２０ １０５ １４０ ７５０ 単価：170 円/kg 単収：1,500kg/10a 

スィートコーン ２１６ １２５ ９１ １２０ ７６０ 単価：180 円/kg 単収：1,200kg/10a 

プチヴェール ５２５ ３００ ２２５ ２３０ ９８０ 単価：1,500 円/kg 単収：350kg/10a 

もも（成園） ８８０ ４５０ ４３０ ２５０ １，７２０ 単価：550 円/kg 単収：1,600kg/10a 

ストック※ａ当たり １２６ ２６ １００ １０７ ９３０ 単価：50 円/本 単収：2,070 本/a 

～ 特色ある園芸作物生産のすすめ ～

経営複合化に向けた取り組みを進めましょう！



５８ｃｍ

４０ｃｍ

 

 

１．白ねぎ栽培の魅力 
（１）白ねぎは多様な作型があり、ほぼ周年的な出荷が可能。 

（２）「富山しろねぎ」として富山ブランドをすでに確立してお

り、県外も含め、市場でも高い評価を得ており、増産が望

まれています。 

（３）収穫適期期間が他の作物より長く、作業スケジュールを

調整しやすい作物です。 

 
２．白ねぎ栽培導入のメリット 
（１）水稲作業との作業競合が少ない品目です！！ 

 秋冬期（10～11 月）の

収穫が中心となりますが、

作型によっては、８月か

らの白ねぎ収穫→水稲の

稲刈り→１１月まで白ね

ぎの収穫と、地域労力の

活用が図れます。 

 

（２）省力・低コスト栽培が可能！！ 

白ねぎ栽培にかかる労力の大半（６０％）は収穫・調整作業ですが、管理作業も含め、省力

化を図る機械がたくさん開発されています。 

基本装備としては、定植用の簡易定植機、土寄せ用の管理機、防除用の動力噴霧機、収穫調

整用の皮むき機・結束機が必要となります。 

 

３．栽培のポイント 
（１）排水対策 

 湿害に弱い作物であることから、排水の良いほ場を選定し、更に額縁排水や弾丸暗渠の設置

により、徹底した排水対策が必要です。 
（２）連作障害対策 

 水田での栽培により、ほ場ローテーションを上手く組めば、土壌病害対策となります。 
「ねぎたん  」の紹介！（こんな白ねぎもあります） 

 「ねぎたん  」とは、従来の白ねぎと比較して、コンパクトで 
①買い物袋からはみださず、持ち運びやすい。 
②使いきりサイズ・冷蔵庫に切らずに入る。 
③葉まで美味しく食べられる。 
といった点がセールスポイントです。 

（１）7 月からの出荷が可能となります。 
（２）土寄せ回数が通常の白ねぎより少ないので、より省力的な栽培が可能となります。 
（３）富山県オリジナル品種「越中なつ小町」「越中ふゆ小町」を栽培することができます。 
 
 

富山しろねぎ

白ねぎ 

ねぎたん  

○：は種 △：定植  収穫   

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ねぎたん  ○ △
○ △

夏秋どり ○ △
○ △

秋冬どり ○ △
○ △



 
４．作業の流れ 

（１）育苗 
  ・水稲用育苗箱（60cm×30cm）にチェーンポットを展開し、床土を詰め、専用の簡易播種機

でコーティング種子を播種します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      簡単に播種できます。        無加温ハウスの中で管理します。 
         
（２）定植作業 

・植え溝を掘り、簡易定植機（ひっぱりくん）を引張ることで、簡単に植付けられます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）管理作業 
  ・生育期間中に培土（土寄せ）作業を行い、軟白

部（白い部分３０ｃｍ）を作ります。 
  ・定期的な防除が必要です。 
 
（４）収穫・調整作業 
  ・うね肩をスコップや鍬でけずり、白ねぎを引き   

抜いて収穫します。 
  ・専用の皮むき機で皮をむき、テープで結束し、

３kg箱に１０束ずつ詰めて出荷します。 
 
 
 
 
                         ※調整作業は、委託することも可能です。 



 
 

 
 
１．えだまめ栽培の魅力 
（１）県内の量販店等では、収穫間もない鮮度抜群な『え

だまめ』の販売量は極めて少なく、差別化が図れます。 
（２）黒大豆の「えだまめ」は他県産の流通量が少なく、

甘みが強くコクがあるなど食味も良いので、差別化が

図れます。 
（３）マルチ栽培により、早期出荷（7 月上旬から）が可

能となります。 
 
２．えだまめ栽培導入のメリット 
（１）水稲との作業競合が少ない！！ 

収穫時期は７月上旬から８月中旬なので、水稲の収穫作業との作業競合が少なく、主穀作経

営の複合化品目に適する。 
 
 
 
 
 
 
 
                      ※収穫後の調整作業には JAの出役があります。 
（２）大豆栽培技術が活かせる！！ 

えだまめ栽培のポイントの多くは『大豆』栽培と共通することから、主穀作営農組織等が今

まで培った大豆栽培技術を活かせる品目である。 
（３）収穫・選別作業体制が整備されている！！ 
   JA いみず野では、収穫機、脱莢機、選別機等の省力機械を整備しており、共同利用により

労働時間の短縮化が図れる。 
 
３．栽培のポイント 
（１）排水対策 
   弾丸暗渠の実施、大麦跡・大豆跡への作付け（２年転作）等により、播種時の土壌条件（砕

土率、排水性）を高めることで、発芽率の向上、初期生育の促進につなげる。 
（２）段まきの実施 
   1 日あたりの収穫可能面積に応じた栽培面積とする他、収穫期間の長期化を計るために計画

的な段まきを実施する。 
 
 
 
 
 

えだまめ（黒大豆） 

4 5 6 7 8
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

○

○

○：は種   収穫   



 
 
４．作業の流れ 

（１）播種 
 

・ 専用播種機で、うね立て・マルチ張り・播
種作業が同時に行なえます。 
※ 専用播種機はＪＡから借りれます。 

 
・ その他、大豆播種機で播種することも可能
です。 

 
 
 
 
 
（２）収穫 

 
 
 
 
 
 

・手で抜き取って収穫します。 
※ １条植えでは収穫機を使う（ＪＡから借りる）ことも可能です。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

・ JAから脱さや機を借り、さやだけをＪＡへ   ・ ＪＡで選別をして、市場へ搬入されます。
搬入します。                  ※ 出役が要請されます。 

発芽～初生葉展開期まで、
防鳥ネットが必要です。



 
 

 
 
１．キャベツ栽培の魅力 
（１）キャベツは収穫が４月下旬から始まり、播種期をずらすことで、  

１２月まで出荷が可能となり、経営体に応じた柔軟な作型で栽培

できます。 
（２）ほ場での栽培期間が６０日～９０日程度（秋播き春どりは除く）

と短く、他の作物との輪作が可能となります。 
 
２．キャベツ栽培導入のメリット 
（１）苗の供給体制、定植作業体制が整備されている！！ 
   JAいみず野では、「苗生産」・「定植作業」の受託体制を整備しているので、初めての栽培で

も安心して取り組めます。  
 
（２）経営体に応じた作業体系が組める！！ 

「秋播き春どり」では収穫が４月下旬から６月中旬。 
「春まき初夏どり」では収穫が６月上旬から６月下旬。 
「夏まき秋冬どり」では収穫が１０月上旬から１２月下旬と経営体の作業スケジュールにあわ

せた形で導入できます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
（３）既存の大型機械が活用できる！！ 

トラクター・管理ビークル等の既存の大型機械が活用できます。 
 
３．栽培のポイント 
（１）排水対策 
   額縁排水・弾丸暗渠の実施、大麦跡・えだまめ跡等への作付けにより、砕土率・排水性を高

める。 
（２）初期生育の確保 
   定植期が高温乾燥期の場合、定植前の苗へのかん水等を徹底し、活着促進を図り、初期生育

を確保する。 
（３）品種の組み合わせ 
   収穫適期が過ぎると、裂球などが発生し商品率が低下するので、複数の品種の組み合わせや

段まきの実施により、収穫期を分散させる。 
 

キャベツ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

秋播き春どり

春播き初夏どり ○ △

○ △
○ △

○　　△

夏播き秋冬どり

○：は種 △：定植  収穫   



 

４．作業の流れ 

（１）育苗 
  ・専用の簡易播種機で簡単に播種できます。 
 
（２）定植 

・定植時に除草剤を散布します。 
・機械定植の後に、手直し作業が必要となります。 

  ＪＡに定植作業を委託出来ます。 
 
（３）管理 
  ・生育期間中に、追肥や防除が必要です。 
  ・防除はブームスプレーヤーで行なうことができます。 
 
（４）収穫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 規格に達したものから収穫します。 
・ 収穫は鎌や包丁で株元を切り、外葉を数枚剥ぐだけと簡単です。 
・ 写真のような自走式運搬車（台車）があると便利です。 
・ １０kg 箱に出荷規格に基づき６～１０玉を入れて出荷します。 
 
 

自走式運搬台車で収穫 



 
 

 
 
１．こまつな栽培の魅力 
（１）水稲育苗ハウスの有効活用が図れます。 
（２）生育適期では播種後 23 日程度で出荷可能とな 

り、回転率が良く、年６～７作の作付けが可能と

なります。 
（３）ほうれんそうが作りにくい夏場でも安定して栽

培でき、1品目で周年的な栽培が可能です。 
 
２．こまつな栽培導入のメリット 
（１）水稲育苗ハウスの有効利用！！ 
   既存水稲育苗ハウスを利用して、周年的に栽培できます。  
 
（２）収入の機会が多い！！ 

こまつなの生育期間は厳冬期を除き 23~40日程度です。計画的な播種により継続出荷するこ
とで、収入の機会が多くなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（３）栽培管理作業が少ない！！ 

播種後、防除は多くても 1回程度と少なく、収穫作業にも専用機械等は必要なく、手軽に取
り組み始められます。 

 
３．栽培のポイント 
（１）防虫ネットを張る 
   コナガ等の害虫が発生しやすいため、ハウスサイド及び出入り口に防虫ネットを張り、害虫

の侵入を防ぐ。 
（２）夏季の遮光 
   夏季のビニールハウス内は高温になるため、発芽・初期生育が不安定になります。 

発芽・初期生育を安定させるために、播種から発芽後までの間、被覆資材で遮光します。 
（３）排水対策 
   梅雨時期や冬季間はビニールハウス内に周囲から水が入り過湿状態になるので、ハウスの周

囲に排水溝を設置します。 
 
 

こまつな 

○：は種   収穫   

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○
○

○
○

○
○

○



 

４．作業の流れ 

（１）播種 
  ・簡易播種機（ごんべえ等）で播種できます。 

・専用の播種機（コンビシーダー）を用いると、非常に省力的かつ均一に播種が出来ます。 
・播種後、十分にかん水します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
（２）管理 
  ・防虫ネットを張るので、生育期間中の防除はほとんど不要です。 

・夏季では、寒冷紗等で覆って地温を下げると、発芽が安定します。 

 
  （３）収穫 
  ・根をハサミで切り落とし、外葉を数枚取り、１袋２００ｇに計量し袋に詰めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

均一に生育しているこまつな 

簡易播種機での播種風景 

防虫ネットで害虫の
侵入阻止 

コンビシーダーでの播種風景 



 
 

 
 
１．ブロッコリー栽培の魅力 
（１）鮮度が落ちやすい野菜であることから、地元産として    

のメリットが生かせます。 
（２）えだまめ等の後作として栽培が可能で、土地の高度利  

用が可能となります。 
 
２．ブロッコリー栽培導入のメリット 
（１）苗の供給体制、定植作業体制が整備されている！！ 
   JAいみず野では、「苗生産」、「定植作業」の受託体制を整備していますので、初めての栽培

でも安心して取り組めます。 
 
（２）水稲との作業競合が少ない！！ 

収穫時期は１０月上旬から１２月上旬なので、水稲の収穫作業との作業競合が少なく、主穀

作経営の複合化品目に適しています。 
 
 
 
 
 
 
 
（３）既存の大型機械が活用できる！！ 

トラクター・管理ビークル等の既存の大型機械が活用できます。 
 
３．栽培のポイント 
（１）排水対策 
   弾丸暗渠の実施、大麦跡・えだまめ跡等への作付けにより、砕土率・排水性を高める。 
（２）初期生育の確保 
   定植期が高温乾燥期のため、定植前の苗へのかん水等を徹底し、活着促進を図り、初期生育

を確保する。 
（３）品種の組み合わせ 
   ブロッコリーは収穫適期期間が短く、収穫作業能力に応じた栽培面積の設定と、複数の品種

を組み合わせて作期分散を実施する。 
 
 
 
 
 
 

ブロッコリー（夏まき秋どり） 

月
作型 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

夏まき

１１月 １２月７月 ８月 ９月 １０月

● ▲

● ▲

播種 定植 収穫



 
 

 
 
１．かぼちゃ栽培の魅力 
（１）国内で流通するかぼちゃのほとんどが外国産である    

ことから、国内産ニーズへの対応で有利販売できる 
（２）収穫が、8 月上中旬に終了するので、後作として秋 

野菜を作付けすることができる。 
 
 
２．かぼちゃ栽培導入のメリット 
（１）収穫労力が少ない！！ 
   生育途中につる直しや人工授粉を必要とするが、収穫作業に要する時間が他の作物と比較し

て少ない。  
 
（２）水稲との競合作業が少ない！！ 

収穫時期は７月中旬から８月上旬なので、水稲の収穫作業との労力競合が少なく、主穀作経

営の複合化品目に適しています。 
 
 
 
 
 
 
 
（３）収穫適期期間が他の作物より長い 

収穫適期期間が他の作物より長いことから、作業スケジュールの調整が取りやすい作物であ

るとともに、貯蔵することにより出荷調整が可能である。 

 
３．栽培のポイント 
（１）排水対策 
   排水のよいほ場を選定し、さらに額縁排水や弾丸暗渠を設置し、砕土率・排水性を高める。 

ほ場の冠水により、疫病が多発するので、入梅後はほ場排水に気を配る。 
（２）つる直し・人工授粉 
   良品を生産するため、１本のつるに１～２果どりとする。 
   確実に着果させるために、午前中に人工授粉する。 
   つる直しによって、着果場所を一定にし、収穫作業を効率化させる。 
（３）収穫 
   収穫直後よりも、貯蔵することにより食味がよくなる。 
 
 

かぼちゃ 

月 4 5 6 7 8 9
作型 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

普通 ○ ○ △ △

○：は種 △：定植  収穫   



月 4 5 6 7 8 9
作型 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

普通 ○ ○

 
 

 
 
１．スィートコーン栽培の魅力 
（１）鮮度が落ちやすい野菜であることから、地元産

と してのメリットが生かせます。 
（２）収穫後に茎葉を草刈機で刈りたおし、土にすき

込むことにより土づくりができる。 
（３）収穫が、8 月上中旬に終了するので、跡作とし

て秋野菜を作付けすることができる。 
 
２．スィートコーン栽培導入のメリット 
（１）たくさんの労力を必要としない！！ 
  直まき栽培が基本となることや、生育途中の栽培管理がほとんどない。  
   
（２）水稲との作業競合が少ない！！ 

収穫時期は７月下旬～８月上中旬なので、水稲の収穫作業との作業競合が少なく、主穀作経営

の複合化品目に適しています。 
 
 
 
 
 
 
３．栽培のポイント 
（１）排水対策 
   排水のよいほ場を選定し、さらに額縁排水や弾丸暗渠を設置し、砕土率・排水性を高める。 
（２）生育量の確保 
   スィートコーンは、多肥栽培であることから発酵鶏糞の施用効果が高い作物である。 
（３）品種の組み合わせ 
   収穫適期期間（穫り遅れると糖度の低下）が短いので、収穫労力に応じた栽培面積とする。 
（４）防除  
   アワノメイガが飛来し、幼虫が茎や雌穂を食害するので、雄穂が抽出しはじめる６月下旬頃

から予防的に殺虫剤を散布する。 
（５）収穫  

糖度を維持するために、朝どりする。（品温が上昇すると呼吸量が多くなり、糖度が低下する） 

スィートコーン 

○：は種   収穫   



 
 

 
 
１．プチヴェール栽培の魅力 
（１）芽キャベツとケールを交配した野菜で、食味が良く、ビ

タミン Cや鉄分、カルシウム等の栄養素含量が多い。 
（２）ビニールハウスでの栽培となるが、無加温で栽培でき、

収穫期間も長い。 
 
２．プチヴェール栽培導入のメリット 
（１）冬の労働力を活用できる！！ 
   収穫が 12 月下旬頃から 2 月の冬季間であり、冬場の労 

力活用が図られることに加え、軽労働であることから女性

労働力の活用にもつながります。  
 
（２）水稲との作業競合が少ない！！ 

定植作業は稲刈り前、収穫時期は１２月下旬からなので、水稲の収穫作業と作業競合が少な

く、主穀作経営の複合化品目に適しています。 
 
 
 
 
 
 
 
３．栽培のポイント 
（１）排水対策 
   梅雨時期や冬季間はビニールハウス内に周囲から水が入り過湿状態になるので、ハウスの周

囲に排水溝を設置します。 
 
（２）防虫ネットを張る 
   登録農薬が少ないため、コナガ等の被害を防ぐため、ハウスサイド及び出入り口に防虫ネッ

トを張り、害虫の侵入を防ぐ必要があります。 
 
（３）灌水管理 
   プチヴェールは株元に灌水する必要があり、散水チューブ等の潅水装置が必要となります。

ただし、過灌水は苗立ち枯れの発生につながるので厳禁です。

プチヴェール 

8 9 10 11 12 1 2 3

△
定植 収穫

△：定植  収穫   



 



 
 

 
 
１．モモ栽培の魅力 
（１）本県産モモは輸送期間を要する県外産モモと比較し 

て「新鮮・完熟」等の特長を活かすことにより、地場

産の優位性を十分に発揮して差別化販売ができます。 
（２）射水市内でもモモに取り組み始めた主穀作経営体が

あり、抜群の味の良さから高い人気を得ています。 
 
２．モモ栽培導入のメリット 
（１）早期の所得確保、夏場の現金収入！！ 

苗木を植えて３年目から収穫ができ、他の果樹に比べて早期に所得が確保できます。 
また、収穫時期が盛夏期であり、夏場に現金収入が得られます。 

（２）水稲との作業競合が少ない！！ 
富山県推奨品種の収穫時期は７月下旬から８月下旬なので、水稲の収穫作業との作業競合が

少なく、主穀作経営の複合化品目として最適です。 
（３）初期投資が少ない！！ 

開園に必要な機械等は、防除機、草刈り機、苗木、支柱等です。 
ナシやブドウなどに必要な果樹棚は不要です。 

 
３．栽培のポイント 
（１）ほ場選定 

新規植栽に当たっては、風当たりが弱く、日当たりと排水の良いほ場を選んでください。 
（２）排水・防風対策 

特に、水田での植栽は排水対策（心土破砕、額縁排水路等）を徹底してください。 
また、風当たりの強い場所では病気にかかりやすいので、防風網の設置等が必要です。 

（３）大苗移植による早期結実 
大苗（2 年生苗木）を自家養成しほ場に導入することで、定植後２年目から収穫ができます。 
また、排水性改善等のほ場条件の整備期間が確保でき、良好な条件での植付けが可能です。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

も も 

排水対策例「額縁排水路」 防風対策例「防風網」



 
 
 
１．ストックの魅力 

（１）ストックはヨーロッパ南部原産のアブラナ科の植物で

す。花色の豊富さ、さわやかな香りが特徴の花で、10
月上旬～5月まで市場に出回っています。 

（２）近年はアレンジメント用の花として、茎が５～６本に

枝分かれするスプレー咲き品種（写真参照）の需要が拡

大しています。 
 

２．ストック栽培導入のメリット 

（１）冬期間に収入が得られる 
秋冬期の需要期に対応した主力作型では水稲や大豆の作業が終了する 11 月以降の出荷とな
るため、主穀作経営の複合化品目に適しており、冬期間の収入確保にもつながります。 

 
 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 

10 月出荷 

11～12 月出荷 

2～3 月出荷 

○  △          

   ○  △            

      ○  △                    

 
（２）低コストで初心者でも作りやすい 

水稲育苗ハウス等の既存ハウスを利用することができます。 
また、5℃程度を目標に保温するので、年内出荷の場合、暖房機は不要です。 
栽培は比較的簡単で、初心者でもボリューム感のある良質な切り花を作ることができます。 

 
 
３．栽培のポイント 
（１）防虫ネットを張る 
   コナガ等の害虫が発生しやすいので、必ずハウスサイド

や出入り口に防虫ネットを張り、害虫の侵入を防ぎます。 
 
（２）八重鑑別 

ストックは、一重咲きと八重咲きが 1：1 の割合で現れ
ます。市場性が高いのは八重咲きなので、八重率を高める

ために、発芽後に葉の形や葉色を目安として一重咲きを間

引く「八重鑑別」が必要になります。 
 
（３）排水対策 

ほ場内に高低があると水が溜まり、生育が抑制されるの 
で、手直しする必要があります。また、降雨時に水のつき
やすいハウスは、周囲に額縁排水溝を掘りましょう。 

 

ストック （ハウス栽培） 

○：は種 △：定植  収穫   



4 5 6 7 8 9 10 11

  8月出荷 ∩ ∩
     ○ △

電照開始 電照終了

10月出荷 　　　☆ ★
○ △

　　ハウス育苗・トンネル被覆

 
 
 
 
１．アスター栽培の魅力 

（１）赤色やピンク色、紫色、白色など花色が豊富で、組花の

色あわせに便利な花です。 
（２）季咲きが７月下旬～８月中旬となることから旧盆切り花

の定番品目ですが、電照栽培によって開花時期を遅らせる

こともできます。 
（３）小輪系のアレンジメントアスターが育成されてから、需

要が拡大しています。 
 

２．アスター栽培導入のメリット 

（１）８～１０月の県内需要が見込まれているため、収入が得られる 
８月盆から 10月までは県内需要が高く、市場からの出荷要望が強く出されています。特に、

10月出荷については、作業競合が少ないため、主穀作経営の複合化品目に適しています。 
 
 
 
 
 
 

 
（２）水稲育苗ハウスで栽培することにより、高品質な切り花が作れます 

県内でのアスター生産は、8月咲きを中心として主に露地で作付けされています。 
アスターを水稲育苗ハウスに作付けすることで、病虫害の少ない高品質な切り花をことがで

き、有利販売ができます。 
また、アスターは連作障害に弱いため、同一ほ場には 5年間作付けができません。ハウス栽
培に新たに取り組むには、ハウスをたくさん所有している主穀作経営体が有利となります。 

 

（３）県内の生産量が極めて少ない 

県内の主要産地では高齢化が進んでおり、需要が高いにもかかわらず生産量が年々減少して

います。（富山市場ではアスターは不足しています。） 

 

３．栽培のポイント 
（１）ほ場選定 
   土質は選びませんが、乾燥と湿害に弱いことから耕土の深い排水良好なほ場を選んで下さい。

また、萎ちょう病の発生が最も問題となるので、同一ほ場での作付は 5年以上間隔をあけて下
さい。 

（２）電照栽培 
   9 月以降に開花させる場合には、電照を定植後から２ヶ月程度行い、草丈が 40cm 程度確保

できた頃に消灯します（電照時間は日没 10分前～22時または 22時～2時）。 

アスター （ハウス栽培）

○：は種 △：定植  収穫   



品 目 名 4 5 6 7 8 9

小 ギ ク

ア ス タ ー

ケ イ ト ウ

ｼ ﾝ ﾃ ｯ ﾎ ﾟ ｳ ﾕ ﾘ

○ ： は 種 　 　 △ 　 定 植 × 摘 芯 □ ： 収 穫

×

×

 
 
 
 
１．お盆時期の切花生産について 

（１）直売所の切花は、「鮮度がよい＝長持ちする」との理由で、

消費者から強い支持を得ています。 
（２）お盆の時期は需要に供給が追いついていないことから、

生産拡大が求められています。 
（３）お盆用の定番切花（小ギク・アスター・ケイトウ・シン

テッポウユリ等）を生産しましょう。 
 

２．栽培のポイント 

 
 
 
 
 
 

 
 
 共通事項 

・切花は強風で傾くと、短時間で茎が曲がり、花束に加工できなくなるので、必ず、フラワ

ーネットを設置しましょう。フラワーネットは１２ｃｍ×１２ｃｍの目で５目の規格

のものを使用しましょう。 
   ・定植直後、活着を促進するため、株元にたっぷりかん水しましょう。 
   ・病害虫は殺菌剤（予防剤）に殺虫剤を加え、７～１０日間隔で定期防除しましょう。 
 
（１）小ギク 

  ①ほ場は、水はけ・日当たりが良く肥沃な水田を選定しま

す。 

②苗は、うね幅 110cm のうね 1ｍ当たり 16 本必要（フラ
ワーネット 12cm×５目、2条植えの場合）です。 

③苗が活着したら葉を５枚程度残して摘心します。 

④開花を調節（早期開花防止）するため、エスレル１０の

５００倍液を５月１８日～２２日の間に、展着剤を使用

せずに散布します。 

⑤摘心後、わき枝が 20 ㎝程度に伸びた時に、生育のそろったわき枝を残し、3～4 本に整理し
ます。 

⑥病害虫はアブラムシ類・カメムシ類・ハダニ類・白さび病が発生します。 

お盆に直売所で切花を売りましょう 



 
（２）ケイトウ 

茎が緑色（青軸）の「サカタプライド」が定番品種 

①ほ場は、水はけ・日当たりが良い水田を選定します。 

②窒素肥料を基肥に施用すると、茎・花が大きくなりすぎ

て花束に組めなくなるので石灰資材のみ施用します。 

③苗は、うね幅 110cmのうね 1ｍ当たり約 34本必要 
（フラワーネット 12cm×５目、4条植えの場合） 

④発芽適温が 20～30℃と高い。 

⑤種子に光が当たると発芽しないため、は種後は必ず覆土します。 

⑥定植時は深植えに注意し、定植後は活着するまで土壌を乾燥させないようにかん水します。 

⑦定植後、６月上旬頃に本葉を５枚程度残して摘心します。 

葉と葉の間が狭いので、摘心しにくいので、確実に摘心するように注意する。爪を伸ばし

ておくと芯を摘みやすい。 

⑧葉色などの生育状況をみながら、液肥（S540を水に溶かす）を随時追肥します。 

⑨病害虫はほとんど発生しません。 

⑩花首が手で触って硬くなっていたら収穫できます。 
  
（３）シンテッポウユリ 

県内でお盆向けに生産する品種は、「オーガスタ」が定番品種。       
 

①ほ場は、水はけ・日当たりが良く肥沃な水田を選定しま

す。 

  ②苗は、うね幅 110cm のうね 1ｍ当たり約 40 本必要（フ
ラワーネット 12cm×５目の場合） 

③定植後は、葉色がうすくならないように、かん水や追肥

する。葉色がうすいと、開花が早まわると共に、輪数が

少なくなります。１本あたり３～５輪が目標。 

④病害虫アブラムシ類、葉枯病が発生します。 

⑤蕾が見え始めてから、約２０日で開花となります。 

 ユリは、蕾で販売する切花なので、開花が早まわる時は、２～３℃の冷蔵庫内で保管します。 

 

 


